
　１カ月間研修でお世話になりました。弘前大学医

学部附属病院研修医２年目の石田航と申します。普

段の研修では外来診療を中心に学ぶことがないた

め、今回の研修は自分にとってとても有意義なもの

になりました。そこで私が１カ月の研修で学んだ・

感じたことを拙い文章ではありますが、綴っていき

たいと思います。

　１つ目は自分なりの診断をつけるということで

す。研修中に１回しか顔を合わせなかった方や、複

数回外来で顔を合わせた方、入院していて毎日顔を

合わせた方、様々な患者さんがいました。その中に

は病歴、身体診察や各種検査から診断がつき、専門

の病院や輪番病院へ紹介となった患者さんや検査を

してもうまく診断をつけられない患者さんもいまし

た。前者はすぐに診断がつき治療方針が立ちます

が、後者は治療方針に難渋することもあります。そ

んな状況でも直也先生は必ず自分なりの診断をつけ

　これを書いている９月中旬で発熱外来は１日５~10

人と激動の７～８月がウソのように落ち着いていま

す。あまりに多忙でニュースレターを書く気にもな

らず、いやそもそも印刷して折って窓口で渡すとい

う手間すら惜しいくらい忙しい日々でした。そんな

こともあり創刊以来はじめて発行を延期しました。

そんな中でも医院からのお知らせとしてホームペー

ジでの更新は継続

しており、新聞や

テレビで取り上げ

てもらうことも増

えました。

　今回の第７波の

はじまりは突然で

した。７月に入

り、朝から電話が

鳴りやまない日々

が続きました。平

均して毎日70人く

らいの発熱患者さ

んを診察する日々

が続きました。職員や職員の家族が陽性になって対

応する力が落ちたり、疲労がたまってきて口調が荒

くなって空気が悪くなったりとなかなかつらい時期

でした。98人調べて94人が陽性となった日は、さす

がに「検査の意味がない・・」と思いました。風邪

症状で受診された方はほぼコロナなわけですから、
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て、他病院へ紹介したりしていました。診断をつけ

て紹介状を作り、相手の病院からの返事を見て自分

の診断した疾患の答え合わせや治療方法を学ぶとい

う姿勢は自分にとっては新鮮であり、その反面自分

の医師としての考え方の甘さを痛感しました。専門

医へコンサルトすることは簡単ですが、自分が何を

知りたいのか、どういう疾患を疑っているのかを書

くことで、相手からの返事も変わってきます。しか

し、自分なりの診断をつけるためには、病歴聴取や

身体診察が基本となり、疾患の知識や検査結果の解

釈が求められます。今の私にはそのどれもが足りて

おらず、自分なりの診断をつけるための力を研修医

の内に磨いていきたいです。

　２つ目は患者さんやご家族との信頼関係です。１

カ月の中で２回お看取りを経験させていただきまし

た。今までにも何回もお看取りは経験してきました

が、そのほとんどは救急外来や病棟で心臓マッサー

ジなどの救命処置をされた後であったり、中心静脈

カテーテル挿入や気管挿管など侵襲的な処置がされ

た後でした。今回経験したお二人は体を傷つけるこ

となく、苦しむことなく、ご家族に見守られながら

亡くなられました。私は、家族に見守られながら、

穏やかな表情で亡くなられた２人の方をみて、誠に

勝手ながら幸せだなと感じていました。最愛の人と

最後まで一緒にいることのできる幸せ、そういった

環境を作るのも医師の仕事であり、そこには患者さ

ん、ご家族と築き上げてきた信頼関係があります。

今回の患者さんも直也先生と美彦先生、沢田内科医

院との信頼関係があったからこそ、穏やかな最期を

迎えられたのだと思います。私も内科医を志してい

るので、患者さんやご家族とのコミュニケーション

を通して良い信頼関係を築けるような医師になりた

いと思います。

　食堂では毎日朝・昼とご飯も作っていただきまし

て、その生活に慣れてしまったせいで大学病院に

戻ってからのご飯がとても物足りなく感じていま

す。この文章には書ききれないほど感じること、考

えさせられることがありました。今回の経験を生か

して、早く先生方のような医師になれるように精進

していきたいと思います。今後は自分がコンサルト

する場面もあるかと思いますが、その時はどうかよ

ろしくお願いいたします。直也先生、美彦先生、沢

田内科医院の皆さん、１カ月間本当にありがとうご

ざいました。

わざわざ手間をかけてPCR検

査する意味がないわけです。

やってもやっても毎日電話が

鳴り響く日々にだんだん職員

の士気が下がっていくのを肌

で感じていました。医師は診

察して処方や検査の指示を出

すだけですので何百人みてもそれほど負担は大きく

ないのですが、発熱外来はとにかく看護師と事務職

員の仕事が多く、

残業も膨大な時間

になりました。追

い打ちをかけるよ

うに解熱鎮痛剤が

手に入らなくなっ

たりと、一時は

「医療崩壊」と口

にせざるを得ない

ような状況に陥り

ました。病院にか

かりたいのにかか

れない、かかって

も検査ができな

い、薬の処方がで

きないとなれば医療機関としての役割を果たせなく

なってしまっていたわけです。

　落ち着いている間に体や心を休めながら、来るべ

き第８波に向けてできる準備を進めていきたいと思

います。

第7波やっと落ち着く（澤田直也）

弘大病院からの研修医　石田航先生



二指腸潰瘍になって以来の検査です。その時は口か

らカメラを入れたのですが、吐き気が強く最終的に

は眠り薬を使って検査をしました。沢田内科では細

いカメラを鼻から入れるので苦痛はほとんどなく、

数分で検査は終わりました。こんなにも楽ならもっ

と早くやれば良かったかなとも思いました。胃の病

気が心配だけど昔受けた胃カメラが辛くて・・・と

いう方は思い切って受けてみるのはどうでしょう

か。

　この１ヶ月間の地域医療研修で私は医師として

も、患者としても沢田内科医院に関わらせていただ

きました。新型コロナウイルス流行や日常業務で毎

日が忙しい研修でしたが、その分患者さんとの関わ

りが多くありました。市中病院では得られない貴重

　１カ月間研修でお世話になりました。弘前大学医
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になりました。そこで私が１カ月の研修で学んだ・

感じたことを拙い文章ではありますが、綴っていき
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　１つ目は自分なりの診断をつけるということで

す。研修中に１回しか顔を合わせなかった方や、複

数回外来で顔を合わせた方、入院していて毎日顔を

合わせた方、様々な患者さんがいました。その中に

は病歴、身体診察や各種検査から診断がつき、専門

の病院や輪番病院へ紹介となった患者さんや検査を

してもうまく診断をつけられない患者さんもいまし

た。前者はすぐに診断がつき治療方針が立ちます
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　食堂では毎日朝・昼とご飯も作っていただきまし

て、その生活に慣れてしまったせいで大学病院に

戻ってからのご飯がとても物足りなく感じていま

す。この文章には書ききれないほど感じること、考

えさせられることがありました。今回の経験を生か

して、早く先生方のような医師になれるように精進

していきたいと思います。今後は自分がコンサルト

する場面もあるかと思いますが、その時はどうかよ

ろしくお願いいたします。直也先生、美彦先生、沢

田内科医院の皆さん、１カ月間本当にありがとうご

ざいました。

　７月に沢田内科医院で研修をさせていただきまし

た山口と申します。研修医は普段は大学病院や市中

病院などの大きな病院で働いていますが、今回は地

域医療研修の一環として沢田内科医院にお世話にな

りました。地域医療研修とは医師になって２年目の

新人が行う研修です。この度、ニュースレターに寄

稿する機会をいただくにあたって、地域医療研修の

目的について調べてみました。厚生労働省によると

地域医療研修は、【患者さんが営む日常生活や居住

する地域の特性に即した医療について理解し、実践

するという考え方に基づいて研修を行うこと。】と

あります。

　沢田内科医院には弘前市からはもちろんですが、

黒石市や平川市、五所川原市など津軽全域から患者

さんが来ます。この地域の特性として農家の方が多

いことが挙げられます。私が研修した７月には猛暑

の中、畑仕事を頑張りすぎて熱中症になった方をた

くさん診察しました。また汗で足が蒸れやすく水虫

の方も多いです。他にも農作業の影響で腰が曲がっ

ている方は、胃酸の逆流が起きやすいので、胃のむ

かつきを訴える方が多かったりします。がんなどの

大きな病気だけでなく、こういった様々な病気が毎

日の生活と密接に関係しているようです。

　青森の方は塩辛いものが好きだと言われています

が、実は塩分のとりすぎは胃がんのリスクと言われ

ております。（私は薄口の西日本出身ですが、７年

も住むとすっかり濃口が好きになりました）直也先

生は胃カメラに力を入れられており、１日に10件近

くの検査をします。胃カメラを定期的に受けること

で、胃がんを早期発見、早期治療することができま

す。

　実は研修期間中に私も直也先生に胃カメラ検査を

していただきました。以前、浪人中にストレスで十

弘前総合医療センターからの研修医　山口郁先生

な研修機会となったことを非常に有意義に思いま

す。本当にありがとうございました。



　９月１～６日にかけて弘前大学医学部１年生の職

場体験実習がありました。短い時間ですが１学年

100人くらいの学生さんたちが市内の開業医に散ら

ばって実際の医療の現場を肌で感じようという企画

です。９月１日は平田瑞貴君と横内結衣さん、９月

２日は伴彩水華（アスカ）さんと村田琉海（リュウ

イ）君、９月５日は岡本遥さんと佐藤祐希君、９月

６日は青木遼太朗君と長内颯良（ソラ）君の合計８

名がはじめての医療の現場を体験しました。出身地

は県内と県外が半々くらいでした。医学生とはいえ

半年前までは高校で制服を着て勉強していたわけ

で、医療を提供する側として病院に出るのは初めて

の経験です。実際白衣も真新しく、実習の日にはじ

めて袖を通したとのことでした。
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■３人の子どもたちの進路はどうして決まったか

３人の子どもたちは医師、歯科医師になりました。

医師になれ、歯科医師になれと言ったことは一度も

ありません。結果的に３人とも私と

同じ医療の分野で生きています。

長男の直也は私の姿を見て自然に医

師になろうとしたようです。ただ、直也が書いた物

（ニュースレター第116号参照）を見ると私がとにか

く家にいないことで、何か世の中のためにやってい

るようだという感覚だったようです。勤務医時代は

今ではブラック企業と言われそうですが、夜は遅い

し夜間も休日も病院から電話が来ると出かけます。

子どもたちと出かける時は当日の朝にどこへ行くか

を話して出かけることがほとんどでした。休日にど

こかに行こうかと子どもたちと約束ができないので

す。何日も前から話をして期待を持たせても子ども

たちとの約束を破ることになるのですから。直也は

こんな親の姿を見ても医師になる道を選びました。

長女の愛は、医師になる気持ちで勉強していまし

た。高校２年生の時、近くの歯科医院へ通院してい

ました。そこの歯科医院には後を継いだ活動的な若

い歯科医と暇なおじいちゃん先生の二人の歯科医が

いました。愛は暇にしているおじいちゃん先生をい

つも指名していたようで、治療が終わった後で歯科

についていろいろ話をする機会があったようでし

た。そんなある日、愛が突然、「私、歯学部へ行

く！」と。これで進路は決まりでした。岩手医大に

は歯学部を卒業後に医学部へ転部（М転というらし

い）できる制度がありました。愛は、大学側から医

学部へのМ転の話をされたようでした。しかし、

「歯科医師になりたくて入ったのに、なんで医学部

なの！」と憤慨していましたので、歯学部へ行った

ことは後悔していなかったことが分かりました。今

は、札幌で歯科医院（アローデンタルクリニック）

を開業しています。

祐也は高校２年生で進路が

決まっていませんでした。いろいろ話をして、ある

意味で消去法で残ったのが兄と姉が進んだ医療分野

「沢田内科医院の軌跡」のあとがきから（その２）（澤田美彦）

でした。四中を卒業して弘前南高校へ進んだ。中学

校での模擬試験の結果をみると弘前高校にも余裕で

入る実力があった。そこで、「弘高へ行って下位で

過ごすのと、南高校で上位にいるのはどっちがい

い？」という親の提案に、「南高校へ行く」と

なった。さて、消去法で選んだ歯科医師への道。

いろいろ検討の結果、推薦で歯学部へ入る作戦を

立てた。推薦で入るには入学試験ではなく普段の教

科の成績を良くしなければならない。この結果、担

任の化学の先生からは、「化けたな！」と言われ、

目標の歯学部へ推薦で入った。さて、消去法で選ん

だ歯科医師への道。入学すると成績は下から数えた

方がずっと早い。もう少しで留年するという瀬戸際

に追い込まれ勉強を始めたらしい。留年など無駄な

ことはしていられないと。勉強するとその面白さが

分かる。結果、卒業時点では上から一桁の優秀な成

績だった。私はそれまで卒業式というものに出席し

たことがなかった。子どもたちの最後の卒業式なの

で横須賀まで出かけて行った。成績優秀者に祐也の

名前はなかった。出身高校を見ると弘前南高校など

という公立高校の名前は少なく、何とか学園とか学

院など私立高校の名前がずらり。祐也には「100番台

の学生が一桁で卒業したのはこれは大学の教育力。

今回表彰された人たちは成績優秀で入学して優秀な

成績で卒業したのだから、大学は何の役割も果たし

ていなかったということ」と話したことを覚えてい

る。今はしっかりした自分の運営方針に従ってすぐ

近くで開業しています（沢田歯科クリニック）。

医師、歯科医師になりたいと決

める時に動機はどうでもいい。

崇高な理想を求めている人、親に勧められたからと

いう人、安定していて給料が高そうだからという

人、なんとなく引きずられて入ってきた人。どのよ

うな動機でその道に進んでも、そこでちゃんと勉強

するとその面白みが分かります。そして、やりがい

が見つかり、達成感を感じながら仕事を続けること

ができます。崇高な理想を掲げて入ってきた人が

りっぱな医師になるわけではありません。どの分野

でも、まずなんでもやってみることです。そして続

けてみることです。必ず面白みが分かりますから。


